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31     

令
和
元         

２
０
１
９ 

6
・
29 

7
・
6 

9
・
2 

 

12
・
1 

 
12
・
16 

 
3
・
2 

 

3
・
16 

 

3
・
31 

 

5
・
17 

5
・
27 

6
・
2 

7
・
2 

7
・
10 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
《
甲
府
教
会
》 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
講
話
「
吉
備
舞
と
御
用
」
宮
川
晴
江
（
小
田
原
）《
小
田
原
教
会
》 

輔
教
懇
談
会
を
開
催
、
発
表
「
輔
教
拝
命
の
き
っ
か
け
」
古
賀
さ
や
か
（
鎌
倉
）、「
輔
教
に
な
っ

て
感
じ
る
こ
と
」
伊
藤
か
お
る
（
鎌
倉
）《
鎌
倉
教
会
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
演
「
世
界
の
平
和
、
心
の
平
和
」
田
中
元
雄
（
大
崎
）《
神
奈
川

教
会
》 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、「
こ
こ
が
違
う
金
光
教
ス
タ
イ
ル
の
損
得
計
算
」
講
師
高
橋
章
浩

（
日
本
橋
）《
丸
子
教
会
》 

立
教
百
六
十
年
教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、発
表「
お
道
の
仲
間
を
作
ろ
う
」横
山
光
雄（
丸
子
）、

「
信
心
の
喜
び
を
伝
え
よ
う
」
安
武
実
子
（
小
田
原
）《
藤
沢
教
会
》 

輔
教
懇
談
会
を
開
催
、
発
表
「
教
規
か
ら
見
る
輔
教
の
役
割
」
吉
田
章
一
郎
（
神
奈
川
）、「
生
麦

教
会
で
の
輔
教
経
験
」
高
橋
正
一
（
生
麦
）《
小
田
原
教
会
》 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、「
個
性
を
活
か
す
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
講
師
高
橋

章
浩
（
日
本
橋
）《
県
民
セ
ン
タ
ー
》 

津
久
井
教
会
（
神
奈
川
県
10
）
神
奈
川
教
会
に
合
併
し
解
散 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
稲
毛
見
学
） 

み
ん
な
の
つ
ど
い
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」
を
開
催
《
山
梨
県
・
伊
藤
農
園
》 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
《
丸
子
教
会
》 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、テ
ー
マ「
無
意
識
な
偏
見
へ
の
気
づ
き
」発
表
山
田
初
子
、麻
場
寿
子
、

藤
井
淳
子
（
相
模
原
）《
相
模
原
教
会
》 
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２
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２
０
２
１ 

7
・
13 

  

7
・
13 

9
・
7 

9
・
29 

 
10
・
15 

12
・
7 

 

12
・
12 

8
・
29 

 

12
・
4 

12
・
5 

1
・
30 

4
・
14 

 

6 

立
教
百
六
十
年
教
師
信
徒
研
修
会
を
開
催
、テ
ー
マ「
立
教
百
六
十
年
を
迎
え
、教
祖
様
の
信
心

を
改
め
て
い
た
だ
く
」講
演「
そ
れ
ぞ
れ
の
立
教
」高
橋
昌
之（
教
学
研
究
所
第
２
部
長
・
岡
山
）

《
県
民
セ
ン
タ
ー
》 

教
師
研
修
会
を
開
催
、
講
師
高
橋
昌
之
を
交
え
て
研
修
《
県
民
セ
ン
タ
ー
》 

輔
教
懇
談
会
を
開
催
、
講
話
「
信
心
を
伝
え
る
」
水
津
智
子
（
上
北
沢
教
会
）《
県
民
セ
ン
タ
ー
》 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、「
自
分
の
考
え
を
変
え
て
価
値
創
造
す
る
ス
テ
ッ
プ
」
講
師
高
橋

章
浩
（
日
本
橋
）《
県
民
セ
ン
タ
ー
》 

連
合
会
長
選
挙
を
実
施
《
横
浜
西
教
会
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
話
「
金
光
教
の
葬
儀
に
つ
い
て
」
村
田
光
治
（
子
安
）《
神
奈
川

教
会
》 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
（
横
浜
開
港
記
念
会
館
見
学
） 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、講
話「
元
気
な
う
ち
に
知
っ
て
お
く
ス
マ
ホ
の
五
つ
の
こ
と
」中
尾
教

子
（
子
安
）《
子
安
教
会
》 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催 

み
ん
な
の
つ
ど
い
「
Z
O
O
M
ク
イ
ズ
大
会
」
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催 

表
決
結
果
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催 

教
師
教
話
研
修
会
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催
、
講
話
「
現
代
人
の
心
と
教
会
・
教
導
〜
今
、
教
会
に
何

が
起
こ
っ
て
い
る
か
」
川
上
功
績
（
品
川
） 

み
ん
な
の
つ
ど
い
、
新
聞
「
私
と
コ
ロ
ナ
」
を
発
行 
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6
・
5 

 

6
・
20 

 

8
・
3 

12
・
3 

12
・
4 

1
・
29 

3
・
16 

 

3
・
27 

6
・
12 

 

9
・
3 

9
・
11 

10
・
1 

 

10
・
2 

 

10
・
14 

教
師
信
徒
研
修
会
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催
、講
話「
縦
横
有
神
〜
信
心
の
喜
び
を
語
ろ
う
〜
」浅
野

善
雄
（
本
中
野
）、
発
表
原
田
伸
一
（
丸
子
）、
志
村
等
（
甲
府
） 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、発
表「
私
に
と
っ
て
教
会
と
は
」渡
辺
宣
子（
丸
子
）、藤
澤
昌
子（
丸

子
）《
丸
子
教
会
》 

青
壮
年
教
師
懇
談
会
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催
（
自
由
懇
談
） 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
、
櫻
井
君
江
の
お
話
（
鶴
見
）、
懇
談
《
鶴
見
教
会
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催
、講
話「
最
近
の
異
常
気
象
に
つ
い
て
」入
田
央（
中
野
） 

表
決
結
果
報
告
会
及
び
意
見
交
換
会
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催 

教
師
信
徒
研
修
会
を
リ
モ
ー
ト
で
開
催
、「
横
浜
布
教
の
歴
史
に
学
ぶ
」、講
師
安
達
幸
則（
相
模

原
）、
南
清
孝
（
登
戸
）、
山
田
信
二
（
横
浜
西
）、
村
田
光
治
（
子
安
） 

地
域
交
流
会
を
開
催
、
福
田
助
次
郎
奥
城
参
拝
、
横
浜
教
会
跡
地
を
巡
拝 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、「
信
心
の
継
承
」、
井
上
黎
（
横
浜
西
）、
藤
沢
翔
（
丸
子
）、
小
橋
華
世

（
武
蔵
小
杉
）《
武
蔵
小
杉
教
会
》 

輔
教
懇
談
会
を
開
催
《
県
民
セ
ン
タ
ー
》 

み
ん
な
の
つ
ど
い
を
開
催
《
吾
妻
山
公
園
》 

神
奈
川
山
梨
布
教
百
三
十
年
記
念
「
ご
霊
地
集
会
」
を
開
催
、
講
演
金
光
英
子
「
同
い
年
を
使
え

|
二
代
金
光
様
の
ご
信
心
|
」《
修
徳
殿
》 

ご
霊
地
ツ
ア
ー
を
開
催
（
第
１
コ
ー
ス
「
図
書
館
展
示
室
と
苦
楽
庵
」、
第
２
コ
ー
ス
「
金
光
英

子
先
生
と
歩
く
境
内
聖
跡
」、
第
３
コ
ー
ス
「
木
綿
崎
山
の
奥
で
出
会
う
教
祖
様
」） 

連
合
会
長
選
挙
を
実
施
《
横
浜
西
教
会
》 
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12
・
3 

12
・
15 

講
話
と
夕
食
の
会
、
映
画
「
お
か
げ
は
和
賀
心
に
あ
り
」
鑑
賞
《
県
民
セ
ン
タ
ー
》 

鶴
見
教
会
「
鎌
倉
稲
村
ガ
崎
教
会
」
へ
名
称
変
更
。 

 


